
レギュラーベースフラットベース

PEARL SNARE & TOM/SNARE STAND
S-155L / S-155TS

この度は、本製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。
製品の機能を十分に発揮してお使いいただくために、この取扱説明書をぜひご覧下さい。
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脚部の組み替え
 (レギュラーベースからフラットベース)
レギュラーベースからフラットベースに組み替えるには、脚部の
ウイングボルト、キーボルトを緩め、下部パイプを抜き去ります
（図4）。

脚部の組み替え
 (フラットベースからレギュラーベース)
製品を梱包状態から組み立てますとフラットベース仕様になり
ます。 レギュラーベースに組み替えるには、脚部のウイングボ
ルト、キーボルトを緩め、下部パイプを抜き去ります（図1）。 

脚部を逆さにしたのち、キーボルトが下に来るようにウイング
ボルトとの位置を変更してください （図2）。

脚部を逆さにしたのち、キーボルトが下に来るようにウイング
ボルトとの位置を変更してください （図5）。

次に、脚部が適度な高さになるよう3本のレッグを十分に開き、
下部パイプを上から差し込みます。 脚部のベースジョイントか
らパイプがはみででいない事を確認した上で（図8）、キーボル
トとウイングボルトを締めて脚部を固定します(図3) 。 ストップ
ロックはキーボルトをゆるめて脚部に当たるまでしっかりと下
げ、キーボルトを締めて固定します(図9)。

次に、脚部のベースジョイントが床に触れない程度に3本の
レッグを十分に開き、下部パイプを上から差し込みます。 脚部
のベースジョイントからパイプがはみででいない事を確認した
上で（図7）、キーボルトとウイングボルトを締めて脚部を固定し
ます(図6) 。 ストップロックはキーボルトをゆるめて脚部に当た
るまでしっかりと下げ、キーボルトを締めて固定します(図9)。
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注  意
・ 組み替えを行う際はスネアドラムは外した状態で行ってください。 
・ 不慮の脱落を防ぐため下部パイプに手を添えてください。

注  意
・ 組み替えを行う際はスネアドラムは外した状態で行ってください。 
・ 不慮の脱落を防ぐため下部パイプに手を添えてください。



脚部スパイクの使い方（S-155TSのみ）
S-155TSの脚部ラバーチップはフラットベース時のみスパイクを
利用できます。キーボルトを緩めて、ノブを回しスパイクを展開
もしくは格納させ、キーボルトを締めて固定します（図10）。
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注  意
・ スパイクの先端部は鋭くなっていますので、展開時や格納時以外にも
常時ケガをしないよう注意してください。 
・ スタンドを使用しないときはスパイクを格納してください。

フラットベース、レギュラーベースとも下部パイプを上から差し込ん
だ際、下部パイプの先端が脚部のベースジョイントからはみださない
よう、十分注意してください (図7, 8)。 また、演奏前にはキーボルトが
しっかりと締まっていることを確認してください。
スネアスタンドが不安定になり、倒れる可能性があります。

ストップロックは脚部に当たるまでしっかりと下がっていることをご
確認ください(図9)。

注意

・スパイクを展開するときは垂直に出してください（図10-A）。
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上部のセッティング（S-155L / S-155TS）
上部パイプを脚部のパイプジョイントに差し込みます（図11）。 
お好みの高さに調整できましたらパイプジョイントのウイング
ボルトをしっかりと締めて固定してください。

スネアアームをしっかりと広げ、ドラムをセットし、アジャストナッ
トをしっかりと締めてドラムをスタンドに固定してください ( 図
12)。



傾き調整
ユニロックはギアレスでお好みの角度で演奏することが可能
です。セットされたドラムをしっかりと手で支えながら、ウィン
グナットを緩めお好みの位置に調整します。ポジションが決ま
りましたら、ウィングナットしっかりと締めて固定してください
（図13）。

注  意
・ スタンドの転倒やケガ予防のため、角度を調整する際は必ず片方の
手でスネアドラム/タムを支えてください。 

注  意
・ スタンド本体の安定感を保つため、レッグ3本の内の1本はスネアド
ラムを傾ける方向と同じ方向にセッティングして下さい（図14）。
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注意
・演奏中の転倒や落下を防ぐために、ネジ類はしっかりと
締めてからご使用ください。

・スタンド設置時には三脚を十分に開き、可動部をバラ
ンス良く調整し、転倒しないようご注意ください。

・スタンドの転倒やケガ予防のため、スネアスタンドの高
さや角度を調整する際は必ず片方の手でスネアドラム
を支えてください。 

・脚部やアームを調整する際は指を挟まないようご注意
ください。 


